
確
に
絞
っ
て
、
揺
れ
動
く
女
性
心
理
を
描
ζ

う
と
し
た
作
者
の
執
筆

態
度
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
は
逆

K
言
え
ば
、

補

注
－
参
考
丈
献
（
略
）

軍
記
物
語
に
見
る
武
士
の
倫
理
観

ー
主
従
倫
理
を
め
ぐ
っ
て

日】

序第
一
章

次

前
期
軍
記

κ見
る
主
従
倫
理

ー
今
昔
物
語
集
｜

第
二
章
中
期
軍
記
に
見
る
主
従
倫
理

第
一
節
保
元
・
平
治
物
語

川

保

元

物

語

山

平

治

物

語

第
二
節
平
家
物
語

第
三
章
後
期
軍
記
に
見
る
主
従
倫
理

ー

l

太
平
記
｜
｜

結
論

序

軍
記
物
語
に
お
け
る
武
士
の
主
従
倫
理
に
つ
い
て
の
考
察
に
際
し

て
、
一
応
念
頭
に
置
い
て
い
念
け
れ
ば
左
ら
な
い
の
は
、
中
世
武
家

社
会
全
般
の
主
従
倫
理
を
め
ぐ
っ
て
昭
和
二
十
七
年
、
和
辻
哲
郎
氏

金
井
真
理
子

二
十
五
回
生

と
家
永
三
郎
氏
と
の
聞
に
論
争
が
起
こ
っ
て
以
来
こ
の
両
氏
の
、
相

対
立
す
る
説
が
、
そ
の
ま
ま
、
そ
の
後
の
思
想
史
学
界
や
史
学
界
を

左
右
し
江
い
J

る
と
い
う
事
実
で
あ
る
c

和
辻
氏
に
よ
る
と
、
主
従
倫
理
と
し
て
の
「
武
者
の
習
」
は
、
主

君
の
「
恩
愛
」
に
対
す
る
、
郎
従
の
「
亨
楽
を
欲
す
る
自
我
の
没
却
L

「
主
君
へ
の
残
り
・
な
き
献
身
」
で
あ
り
、
そ
れ
K
よ
る
「
無
我
の
実

現
」
で
あ
る
と
い
う
。
私
は
、
こ
の
よ
う
友
、
主
君
の
「
恩
愛
」
と

郎
従
の
「
献
身
」
に
よ
っ
て
成
立
す
る
主
従
関
係
を
、
「
情
宜
的
関

係
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
と
、
。

d
b

・

こ
れ
に
対
し
て
、
家
恭
氏
に
よ
る
と
、
主
従
関
係
は
、
「
主
君
の

方
か
ら
は
従
士
の
所
領
の
確
認
乃
至
新
規
給
附
（
恩
顧
）
、
従
土
の

方
か
ら
は
そ
の
所
領
K
竣
つ
て
の
軍
事
的
経
済
的
奉
仕
（
奉
公
）
」
、

つ
ま
り
、
こ
の
「
恩
顧
と
奉
公
と
が
常
に
交
換
閥
係
に
あ
る
」
と
い

う
。
家
永
氏
の
こ
の
よ
う
在
、
「
恩
顧
と
奉
公
と
の
取
引
関
係
」
に

よ
っ
て
成
立
す
る
主
従
関
係
を
、
一
応
便
宜
的
K
、
「
利
害
的
関
係
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

右
の
よ
う
左
両
氏
の
主
張
は
、
あ
く
ま
で
、
倫
理
・
哲
学
者
と
し

て
の
和
辻
氏
、
歴
史
学
者
と
し
て
の
家
永
氏
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
、

E
d
 

ワI
U



各
h

の
立
場
か
ら
の
主
張
と
在
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
私
は
、
こ
の
よ
う
左
主
従
倫
理
が
、
最
も
顕
著
に

現
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
軍
記
物
語

κ着
目
し
、
こ
の
、
文
学
作

品
と
し
て
の
軍
記
K
、
前
述
の
「
情
宜
的
関
係
」
と
「
利
害
的
関
係
」

と
が
、
ど
の
よ
う
左
場
面
、
状
況
、
主
従
関
係
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
割
合
で
現
わ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
全
く
現
わ
れ
念
い
の
か
、

等
に
つ
い
て
、
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

左
お
、
本
稿
で
取
扱
う
軍
記
物
語
の
範
囲
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

第
一
に
、
文
芸
的
価
値
を
有
す
る
も
の
、
第
二

K
、
一
時
代
を
代
表

し
て
お
り
、
そ
こ
に
、
人
間
性
の
諸
相
を
見
出
し
得
る
よ
う
左
作
品
、

以
上
の
条
件
を
満
す
も
の
と
し
て
、
「
今
昔
物
語
集
」
（
た
だ
し
本

朝
部
の
武
士
K
関
す
る
説
話
だ
け
）
・
「
保
元
物
語
」
・
「
平
治
物

語
」
・
「
平
家
物
語
」
・
「
太
平
記
」
の
以
上
五
作
品
を
取
り
扱
う

こ
と
に
し
た
。

本

論

本
論
に
お
い
て
は
、
第
一
章
で
は
、
前
期
軍
記
と
し
て
「
今
昔
物

語
集
」
、
第
二
章
で
は
、
中
記
軍
記
と
し
て
「
保
元
・
平
治
物
語
」

．
「
平
家
物
語
」
、
第
三
章
で
は
、
後
記
軍
記
と
し
て
「
太
平
記
」
、

以
上
三
章
に
八
万
け
、
主
従
結
合
の
階
層
と
、
主
従
倫
理
の
見
ら
れ
る

場
面
と
の
、
二
つ
の
観
点
か
ら
、
「
情
宜
的
関
係
」
と
「
刺
害
的
関

係
」
と
が
、
ど
の
よ
う
な
割
合
で
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
各
々
の
作

品
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
行
き
た
い
。

O
源
輔
信
朝
臣
男
樟
義
、
射
司
馬
盛
人
語
第
十
二

f

第
一
章

前
期
箪
記

K
見
る
主
従
倫
理

ー

l
今
昔
物
語
集

1
l

軍
記
物
語

κ見
ら
れ
る
よ
う
な
武
士
の
主
従
倫
理
の
源
流
は
、
す

で
に
平
安
中
期
、
武
土
の
発
生
期
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

で
、
ま
ず
第
一
章
で
は
、
こ
の
時
期
の
社
会
的
諸
雑
話
を
収
録
し
た

「
今
昔
物
語
集
」

κ、
主
従
の
階
層
や
場
面
に
よ
っ
て
、
情
宜
的
関

係
と
利
害
的
関
係
と
が
、
ど
の
よ
う
友
割
合
で
現
わ
れ
る
の
か
、
索

っ
て
み
よ
う
－
乞
思
う
。

小
沢
正
夫
氏
一
に
よ
れ
ば
、
「
今
昔
物
語
集
」
の
中
で
、
武
士
に
関

す
る
説
話
は
次
の
通
り
で
あ
る
c

（
巻
二
十
三
）

O
平
維
衡
問
致
頼
、
合
戦
蒙
加
盟
百
語
第
十
三

O
左
衛
門
尉
平
致
経
、
送
明
尊
僧
正
語
第
十
四

（
巻
二
十
五
）

O
平
将
門
、
愛
謀
反
被
諒
語
第
一

O
藤
原
純
友
、
依
海
賊
被
諒
語
第
二

O
源
充
平
良
文
合
戦
語
第
三

O
平
維
茂
郎
等
、
被
訣
語
第
四

O
平
維
茂
、
爵
藤
原
諸
任
語
第
五

O
春
宮
大
進
源
頼
光
朝
臣
、
射
狐
語
第
六

O
源
頼
親
朝
臣
．
令
欝
清
原
門
川
］
脅
第
八
（
本
文
欠
）

O
源
頼
信
朝
臣
、
責
平
忠
恒
語
第
九

O
依
頼
信
言
平
貞
道
、
切
人
頭
語
第
十

O
藤
原
親
孝
子
、
為
盗
人
被
捕
質
依
頼
信
言
免
語
第
十
一

賞与

i
f
h
h
v

拶コ
h
y
L
も
各
電
－

k
a
f
、J
H
e
i
v
t
f
J

易
面
汁
叶
汁
州
司
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O
源
頼
信
朝
臣
男
頼
義
、
射
域
馬
盗
人
語
第
十
二

O
源
頼
義
朝
臣
、
罫
安
陪
貞
任
等
語
第
十
三

O
源
義
家
朝
臣
．
詩
清
原
武
衡
等
語
第
十
四
（
本
文
欠
）

右
の
説
話
中
、
主
従
倫
理
の
見
出
さ
れ
る
も
の
は
、
巻
二
十
三
の

第
十
四
、
巻
二
十
五
の
第
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
九
・
十
・

十
一
・
十
三
・
十
四
、
以
上
十
二
話
、
こ
の
中
で
、
主
従
関
係
の
描

か
れ
て
い
る
例
話
数
は
、
三
一
例
で
あ
る
。

こ
の
三
十
一
例
を
、
主
従
の
階
層
と
と
の
対
応
関
係
、
場
面
、
情

宜
的
乃
至
利
害
的
関
係
、
以
上
三
点
か
分
類
し
た
も
の
が
左
の
表

で
あ
る
。

「
今
昔
物
語
集
」
の
場
合
の
主
従
関
係
は
、
朝
延
と
上
級
武
士

（
国
司
階
級
以
上
）
、
貴
族
と
上
級
武
士
（
同
前
）
、
国
司
と
そ
の

郎
等
、
中
級
武
士
（
国
司
の
郎
等
）
と
そ
の
郎
等
、
以
上
四
階
級
で

あ
る
。
左
お
、
表
1
の
⑧
は
、
「
従
」
の
「
主
」

K
対
す
る
対
応
関

係
、
⑧
は
、
「
主
」
の
「
従
」
に
対
す
る
対
応
関
係
を
示
し
て
い
る
c

ま
た
、
主
従
関
係
の
見
出
さ
れ
る
場
面
と
し
て
は
、
「
日
常
生
活
」

「
合
戦
場
面
」
、
「
合
戦
後
」
の
論
功
行
賞
の
場
、
と
い
う
三
場
面

に
分
類
し
た
。

ま
ず
、
主
従
の
対
応
関
係
か
ら
見
て
行
く
と
、
表
ー
に
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
国
司
と
そ
の
郎
等
と
の
結
合
を
措
い
た
も
の
が
五
例
で

最
も
多
い
c

こ
の
、
国
司
と
郎
等
と
の
主
従
倫
理
を
描
い
た
具
体
例

と
し
て
、
巻
二
十
五
の
第
十
三
話
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
c

前
九
年
の
役
の
時
、
源
頼
義
の
郎
等
散
位
佐
伯
経
範
は
、
戦
闘
の

最
中
に
、
主
頼
義
を
見
失
う
。
頼
義
は
す
で
に
敵
兵
に
囲
ま
れ
脱
出

は
不
可
能
で
あ
る
、
と
知
ら
さ
れ
た
経
範
ば
次
の
よ
う
に
言
う
c

f
‘、
ι相ー虫理本市川一－－－
E
A
E
F
M刻

l
t
d
Jノ
E
M
d
－一話ロ

a
p
－

O
藤
原
親
孝
子
、
為
盗
人
被
捕
質
依
頼
信
言
免
語
第
十
一

表

⑧ ④ 
対

⑥ 級中 国司 貴族 廷朝 @ 中 国 貴 朝 応

総、 級司族廷 関

の ま↓ の 空↑
係

合 ↓郎上上 lι」,_ ↑ 郎上上
言十 級級 級級 場

言十 郎 武 武 言十 EB 武武
等 等 土 士 等等士士 面

12 
11 

5 
5 4 1 

7 
6 1 3 1 1 情 生日

1 1 1 罪。 活常

1 7 
8 

3 14 
8 1 5 2 情 場合

9 3 2 1 6 1 5 来リ 面戦

2 
2 

2 
2 2 情 後合

弄I[ 産設

21 7 4 3 14 2 8 1 3 情
言十

10 3 2 1 7 2 5 罪リ
31 1 0 6 4 21 2 l 0 1 8 総言十

（注）⑧＝下位者の上位者に対する対応関係、矢印〔↑〕

⑧＝上位者の下位者に対する対応関係、矢印〔↓〕

〔愉＝情宣的関係、 C刊＝利害的関係
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「
我
レ
守
（
源
頼
義
）
一
一
任
へ
テ
此
年
既
一
一
老
ニ
至
ル
。
守
亦
若

キ
程
ニ
不
在
一
フ
。
今
、
限
り
封
ニ
及
テ
何
ゾ
同
ク
不
死
一
プ
ム
」

こ
れ
を
聞
い
た
経
範
の
随
兵
た
ち
は
、



「
君
既
ニ
守
ト
共
に
死
ナ
ム
ト
テ
敵
ノ
陣
ニ
入
ヌ
。
我
等
量
ニ
濁

リ
生
カ
ム
」

と
言
っ
て
主
と
共
に
敵
陣

κ入
り
、
皆
戦
死
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
武
士
の
生
死
を
越
え
た
主
従
結
合
の
強
さ
は
、
編
者

を
も
含
め
た
当
時
の
貴
族
た
ち
に
、
新
鮮
左
感
動
を
与
え
た
に
違
い

左
い
。以

下
、
表
を
中
心
に
、
「
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
主
従
倫
理
の

特
徴
陀
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

κし
た
い
。

国
司
と
郎
等
と
の
主
従
関
係
が
最
も
多
い
と
い
う
こ
と
K
つ
い
て

は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
主
従
関
係
の
典
型
と
言

え
よ
う
。

ま
た
、
朝
延
と
上
級
武
士
と
の
関
係
も
、
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

特

κ、
上
級
武
士
の
朝
延
に
対
す
る
利
害
的
関
係
五
例
と
い
う
の
は
、

承
平
・
天
慶
の
乱
、
平
忠
常
の
乱
、
前
九
年
・
後
三
年
の
役
、
以
上

五
つ
の
反
乱
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
皆
、
中
央
政
府
の
勢
力
の
及
び
難
い

遠
隔
地
で
起
こ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
反
乱
の
主
謀
者

に
は
、
朝
延
K
対
ナ
る
絶
対
視
念
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
念
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
場
面
に
よ
る
、
主
従
関
係
の
現
わ
れ
方
の
相
違
を
見
て

み
よ
う
。
日
常
生
活
の
場
面
一
二
例
、
合
戦
場
面
一
七
例
、
合
戦
後

の
論
功
行
賞
の
場
面

κ現
わ
れ
る
も
の
二
例
と
、
合
戦
場
面
が
最
も

多
い
。
し
か
も
そ
の
内
訳
は
、
情
宜
的
関
係
八
例
に
対
し
て
、
利
害

的
関
係
九
例
と
左
り
、
両
者
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
左
い
。
こ

れ
は
、
戦
闘
場
面
と
い
う
、
生
死
を
か
け
た
極
限
状
況

κ
お
い
て
は
、

白
川
面

R
nソ
「
a
a
F
F

レ
ι
B
R
Pレ
F
L
炉巴

E
h町
P
1
’D
弘菌、

b
b
’b
、t
争齢、

h

ヨコ
J
D附
問

益
の
為

κ、
主
を
裏
切
る
者
左
ど
、
個
々
の
武
士
た
ち
の
判
断
が
多

様
化
す
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
、
「
今
昔
物
語
集
」
を
通
し
て
、
平
安
中
期
、
武
士
発
生
期

の
主
従
倫
理
に
つ
い
て
検
討
し
て
来
た
。
そ
の
結
果
、
数
量
的
に
は
、

情
宜
的
関
係
二
一
例
、
利
害
的
関
係
一

O
例
と
な
り
、
情
宜
的
関
係

が
倍
以
上
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
、
発
生
期
の
武
士
固
に
つ
い
て
、
井
上
清
氏
は
、
「
日
本
の

歴
史
」
（
岩
波
新
書
）
の
中
で
、

荘
官
や
名
主
の
強
大
友
者
は
、
国
衡
と
抗
争
し
、
ま
た
彼
ら
相
互

の
勢
力
・
領
地
争
い
を
す
る
た
め
に
、
み
ず
か
ら
武
装
し
て
、
武
士

と
な
り
、
一
一
族
の
結
合
を
強
め
、
支
配
下
の
農
民
を
も
武
装
さ
せ
、

「
郎
等
」
と
よ
ば
れ
る
部
下
K
組
織
し
た
。

と
一
吉
田
内
ノ
。
こ
の
時
期
の
倫
理
観
も
、
こ
の
よ
う
左
中
で
形
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
、
情
宜
的
結
合
を
基
調
と
し

た
も
の
と
な
る
の
も
、
首
肯
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
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以
下
の
四
作
品
に
つ
い
て
も
、
第
一
章
と
同
様
の
方
法
で
検
討
を

試
み
た
の
で
、
こ
こ
K
は
、
そ
の
要
旨
の
み
を
記
す
こ
と
に
し
た
い
。

第
二
章

中
期
軍
記
K
見
る
主
従
倫
理

第

節

保
元
・
平
治
物
語

ω
保
元
物
語

「
保
元
物
語
」
は
、
上
・
中
・
下
三
巻
か
ら
成
る
軍
記
物
語
で
、

曙，
E
E

、，
z
・、、、

．．．
 
》

》

Z
、己、
J

晶、

．．
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h＆
，
陶
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れ
は
朝
霞
場
置
と
し
う
守
生
死
を
か
け
た
極
限
状
、
抗
K
お
し
て
は

日
頃
の
「
恩
」
を
感
じ
て
主
に
殉
ず
る
者
、
あ
る
い
ほ
、
自
己
の
利

保
元
の
乱
は
、
後
白
河
帝
（
内
裏
）
と
崇
徳
院
（
新
院
）
と
の
皇

位
継
承
を
め
ぐ
る
確
執
陀
端
を
発
し
、
こ
れ
に
、
藤
原
氏
や
源
平
両

氏
を
も
巻
き
こ
ん
だ
、
正
に
骨
肉
相
会
む
内
乱
で
あ
っ
た
。

「
保
元
物
語
」
の
主
従
倫
理
を
現
わ
す
総
例
数
は
三
八
例
で
あ
る
。

階
層
別
の
主
従
関
係
か
ら
見
て
最
も
顕
著
左
の
は
、
上
級
武
士
と
朝

延
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
戦
闘
前
の
軍
勢
召
集
の
場
面
に
、

に
よ
り
顕
著
に
現
わ
れ
、
し
か
も
、
利
害
的
関
係
が
強
い
。
こ
の
点
か

ら
見
る
と
、
院
方
と
内
裏
方
と
の
ど
ち
ら
に
従
う
か
と
い
う
こ
と
を

め
ぐ
っ
て
、
源
平
両
氏
の
内
部
で
分
裂
と
混
乱
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、

院
方
あ
る
い
は
内
裏
方
に
対
し
て
、
「
思
」

K
よ
っ
て
行
動
す
る
武

士
た
ち
よ
り
も
、
自
己
の
利
害
観
念
K
よ
っ
て
行
動
す
る
者
が
多
か

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

「
保
元
物
語
」
全
体
か
ら
い
う
と
、
情
宜
的
関
係
を
示
す
も
の
二

O

例
、
利
害
的
関
係
を
示
す
も
の
一
八
例
で
、
両
者
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
左
い
。ω

平
治
物
語

「
平
治
物
語
」
も
、
上
・
中
・
下
三
巻
か
ら
成
る
軍
記
物
語
で
あ

る
。
こ
の
物
語
に
お
い
て
初
め
て
、
源
平
両
氏
が
、
各
々
、
武
士
団

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
相
対
立
す
る
存
在
と
し
て
登
場
し
、
抗
争

す
る
様
相
を
見
せ
始
め
る
。

「
平
治
物
語
」
の
主
従
倫
理
の
顕
著
わ
特
徴
は
、
武
門
（
源
平
両

氏
）
の
棟
梁
と
そ
の
郎
等
と
の
情
宜
的
結
合
が
強
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。「

平
治
物
語
」
で
は
、
乱
の
主
謀
者
で
あ
る
は
ず
の
貴
族
た
ち
の

「
保
元
物
語
」
は
、
上
・
中
・
下
三
巻
か
ら
成
る
軍
記
物
語
で
、

保

E
O
礼
を
そ
の
毎
時
九
口
と
し
て
円
る
。

存
在
は
、
物
語
の
主
人
公
で
あ
る
源
平
の
武
士
た
ち
の
意
識
か
ら
は

す
で
に
離
れ
て
お
り
、
武
士
た
ち
は
、
各
々
、
源
氏
、
あ
る
い
は
平

氏
と
し
て
の
白
覚
に
立
っ
て
、
自
分
た
ち
の
b

黒
γ
戦
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
源
平
の
棟
梁
と
そ
の
郎
等
と
の
情
宜
的
結
合

が
、
物
語
全
体
の
大
き
左
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
の
は
、
こ
う
し
た
、

源
平
両
氏
に
お
け
る
武
門
と
し
て
の
自
立
の
意
識
、
あ
る
い
は
、
合

戦
と
い
う
極
限
状
況
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
、
棟
梁
と
郎
等
と
の
、

主
従
と
し
て
の
意
識
が
高
ま
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

「
平
治
物
語
」
全
体
と
し
て
は
、
情
宜
的
関
係
二
八
例
、
利
害
的

関
係
二
二
例
で
、
情
宜
的
関
係
が
倍
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
も
、

右
の
こ
と
か
ら
納
得
で
き
る
と
思
う
。

第
二
節
平
家
物
語

全
十
二
巻
（
他
に
濯
頂
巻
を
含
む
）
か
ら
成
る
「
平
家
物
語
」
は
、

全
盛
期
か
ら
滅
亡
に
到
る
ま
で
の
平
氏
一
門
の
運
命
を
中
心

κ、
合

戦
護
を
折
り
込
み
友
が
ら
、
当
時
の
様
々
な
階
層
の
人
間
模
様
を
描

い
て
い
る
。

ま
た
、
武
士
の
存
在
形
態
も
、
こ
こ
に
お
い
て
、
飛
躍
的
左
変
化

を
見
せ
る
。
こ
の
「
平
家
物
語
」
に
お
い
て
初
め
て
、
武
士
た
ち
は
、

平
氏
政
権
と
い
う
形
で
、
自
己
の
政
権
を
経
験
す
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
平
氏
政
権
は
、
ま
だ
、
貴
族
政
権
の
模
倣
に
す
ぎ
ず
武

家
政
権
と
し
て
は
弱
点
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
平
氏
は
、
一
層

武
門
と
し
て
の
独
自
性
を
持
ち
得
た
源
氏
に
よ
っ
て
、
政
権
を
奪
わ
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
「
平
家
物
語
」
は
、
平

氏
政
権
か
ら
、
源
氏
政
権
へ
の
移
行
期
を
描
い
た
叙
事
詩
と
い
う
こ

-29ー



と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
平
家
物
語
」
に
お
い
て
も
、
主
従
倫
理
の
中
心
と
念
る
の
は
、

や
は
り
、
戦
闘
場
面
K
お
け
る
）
源
平
の
棟
梁
と
郎
等
と
の
関
係
で

あ
る
。ま

た
、
情
宜
的
関
係
と
利
害
的
関
係
と
を
数
量
的
に
比
較
す
る
と
、

情
宜
的
関
係
一

O
一
例
、
利
害
的
関
係
七
九
例
で
、
情
宜
的
関
係
を

示
す
も
の
が
多
少
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
平
家
物
語
」
の
主
従
倫

理
は
、
情
宜
的
関
係
が
多
少
強
い
と
い
え
よ
う
。

後
期
軍
記
に
見
る
主
従
倫
理

ー

太

平

記

｜

｜

平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
K
か
け
て
の
武
門
形
成
期
に
お
け
る
主
従

倫
理
を
描
い
た
中
期
軍
記
に
対
し
て
、
鎌
倉
幕
府
崩
壊
期
か
ら
南
北

朝
の
主
従
倫
理
を
描
い
た
後
期
の
軍
記
物
語
と
し
て
、
全
四
十
巻
に

及
ぶ
「
太
平
記
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
太
平
記
」

K
お
け
る
主
従
関
係
は
、
長
一
編
と
し
て
の
作
品
の
性

質
上
、
主
従
の
階
層
分
化
も
多
岐
に
亘
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
特

徴
も
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
で
は
な
い
。
あ
え
て
一
言
う
左
ら
ば
、
主
従
倫

理
の
中
心
と
左
る
の
は
、
足
利
氏
念
ど
の
将
軍
と
、
そ
の
上
級
の
家

臣
で
あ
る
守
護
や
大
名
と
の
関
係
で
あ
る
。

ま
た
、
情
宜
的
関
係
と
利
害
的
関
係
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
情

宜
的
関
係
を
現
わ
す
も
の
二
七

O
例
、
こ
れ
に
対
し
て
、
刺
害
的
関

係
を
現
わ
す
も
の
二
三
六
例
で
、
両
方
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

念
い
。
し
た
が
っ
て
、
と
の
統
計
上
の
結
果
か
ら
は
、
「
太
平
記
」

作
者
が
、
作
品
中
で
度
々
強
調
し
て
い
る
よ
う
念
、
「
下
魁
上
」
の

こ
〉
王
’

F
Z
E
Z
、
F
b
主
青
主
命
周
系
て
ヲ
工

1
ト
タ
置
か
れ
て

第
三
章

様
相
を
、
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
左
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
や
は
り
、
情
宜
的
関
係
と
利
害
的
関
係
と
が
、
ほ
ほ
同
数
で
あ

る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
時
代
の
主
従
倫
理
が
、
多
様
化
し
、
ま

た
、
か
左
り
混
乱
し
て
来
て
い
る
と
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

結

論本
論
に
お
け
る
検
証
の
結
果
を
総
合
す
る
と
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

n 

不U 情

うi害 宜
的 的
関 関
係 係

今 軍前
10 21 

昔 記期

20 
保

18 
7C 中

平 期
13 28 

治 軍

平 記
79 101 

家

平太記
軍後

238 276 記記

（例） （例｝
計358 446 
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表

右
の
表
を
見
る
と
、
作
品
に
よ
っ
て
、
か
念
り
の
差
異
は
見
ら
れ

る
け
れ
ど
も
、
全
体
と
し
て
は
、
情
宜
的
関
係
四
四
六
例
、
利
害
的

関
係
三
五
八
例
で
、
情
宜
的
関
係
を
示
す
も
の
が
多
少
多
い
。
以
上

の
結
果
か
ら
は
、
「
序
」
で
紹
介
し
た
、
和
辻
哲
郎
氏
の
、
「
自
我

の
没
却
」
と
「
献
身
」
に
よ
る
「
無
我
の
実
現
」
こ
そ
が
「
武
者
の

習
」
で
あ
る
と
す
る
説
と
、
家
永
三
郎
氏
の
、
「
恩
顧
と
奉
公
」
と

の
利
害
的
交
換
関
係
が
強
い
と
す
る
説
と
は
、
こ
の
五
つ
の
軍
記
物

語
に
つ
い
て
述
べ
る
場
合
、
い
ず
れ
の
説
も
妥
当
性
を
欠
く
と
思
わ

れ
る
。
つ
ま
り
、
両
氏
の
説
の
い
ず
れ
か
で
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作

品
の
倫
理
観
を
説
明
し
尽
す
こ
と
は
で
き
念
い
の
で
あ
る
。
・
・
む
し
ろ
、

鞠
丞
互
乍
ロ
加
に
つ

ρ
て
雪
国
う
な
ら

f
、
お
そ
ら
く
、
僧
侶
か
貴
族



な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
統
計
上
の
結
果
か
ら
は
、
「
太
平
記
」

作
者
が
、
作
品
中
で
度
々
強
調
し
て
い
る
よ
う
な
、
「
下
地
上
」
の

こ
の
五
作
品
K
は
、
多
少
は
情
宜
的
関
係
に
ウ
ェ
ー
ト
が
置
か
れ
て

い
る
も
の
の
、
情
宜
的
関
係
を
示
す
も
の
と
、
刺
宝
口
的
関
係
を
示
す

も
の
と
が
、
両
者
と
も
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
般
に
、
思
想
史
の
分
野
で
は
、
「
保
元
・
平
治
物

語
」
・
「
平
家
物
語
」
の
中
期
軍
記
の
世
界
と
、
「
太
平
記
」
の
後

期
軍
記
の
世
界
と
で
は
、
そ
の
倫
理
観
に
明
ら
か
念
変
化
が
見
ら
れ

る
と
す
る
説
が
支
配
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
で
の
検
証
や
、
表

E
K
表
わ
れ
た
数
値
か
ら
考
え
る
と
、
中
期
軍
記
と
後
期
軍
記
と
の

聞
に
、
そ
れ
ほ
ど
の
数
量
的
変
化
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
左
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
両
者
聞
に
、
主
従
倫
理
の
変
化
が

あ
る
と
断
定
す
る
訳
K
は
い
か
左
い
。
む
し
ろ
、
ほ
と
ん
ど
変
化
は

な
い
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
c

以
上
、
前
述
五
作
品
の
検
証
を
通
じ
て
、
軍
記
物
語
の
主
従
倫
理

の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
が
、
本
稿
で
の
論
証
を
終
え
る
に
あ

た
り
、
こ
の
、
軍
記
物
語
の
文
学
的
価
値
K
つ
い
て
も
一
言
触
れ
て

お
く
こ
と
に
し
た
い
。

お
よ
そ
、
私
は
、
作
品
の
文
学
的
価
値
を
問
題
に
す
る
際
に
は
、

そ
こ
に
描
か
れ
た
、
人
間
性
や
社
会
の
実
相
へ
の
迫
真
性
・
リ
ア
リ

デ
ィ
性
を
、
そ
の
評
価
の
基
準
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
軍
記
物
語
の
評
価
に
あ
た
っ
て
も
、
作
品
に

お
い
て
、
情
宜
的
行
為
、
乃
至
刑
害
的
行
為
を
叙
し
た
後
の
、
そ
の

情
宜
的
あ
る
い
は
剰
害
的
行
為
や
行
為
者
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
、

軍
記
作
者
の
批
評
の
目
、
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
た
い
と
思
う
。

と
い
う
の
は
、
こ
の
、
軍
記
作
者
の
批
評
の
存
在
が
、
作
者
そ
の
も

の
の
評
価
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

れ
る
c

つ
ま
り
、
両
氏
の
説
の
い
ず
れ
か
で
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作

品
の
倫
理
観
を
説
明
し
尽
す
こ
と
は
で
き
左
い
の
で
あ
る
c
h
u
し
ろ
、

前
述
五
作
品
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
、
僧
侶
か
貴
族

と
思
わ
れ
る
軍
記
作
者
た
ち
は
、
武
士
た
ち
の
示
す
行
為
に
対
し
て
、

ほ
ほ
正
当
左
評
価
を
与
え
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
つ
ま
り
、

彼
ら
は
、
情
宜
的
行
為
に
対
し
て
は
、
感
動
と
讃
辞
の
筆
を
惜
し
ま

左
い
し
、
ま
た
、
利
害
的
行
為
K
対
し
て
も
、
痛
烈
左
批
難
の
筆
を

惜
し
ん
で
い
な
い
c

こ
う
し
た
作
者
た
ち
の
、
比
較
的
適
切
左
批
評

は
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
例
話
の
持
つ
迫
真
性
、
乃
至
リ
ア
リ
テ
ィ
性

を
損
う
こ
と
左
く
、
む
し
ろ
、
よ
り
効
果
的
に
読
者
K
伝
え
て
い
る
。

こ
の
迫
真
性
・
リ
ア
リ
テ
ィ
性
こ
そ
が
、
箪
記
物
語
に
対
し
て
、
文

学
作
品
と
し
て
の
価
値
を
与
え
て
い
る
と
思
う
。

一
般

κ、
「
平
家
物
語
」
を
除
い
て
、
他
の
軍
記
諸
作
品
の
文
学

的
評
価
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
い
と
は
言
え
左
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

述
の
よ
う

κ、
情
宜
的
、
乃
至
刺
害
的
行
為
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
、

軍
記
作
者
の
適
切
左
批
評
と
、
そ
れ
が
生
み
出
す
迫
真
性
・
リ
ア
リ

テ
ィ
性
K
も
、
評
価
の
目
を
向
け
る
こ
と
K
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作

品
も
、
一
層
高
い
評
価
が
可
能
に
左
る
と
思
う
。

唱－qu 

了

注
1
、

注
2
、

注
3
、

「
日
本
倫
理
思
想
史
」

K
よ
る
。

「
日
本
道
徳
思
想
史
」

κ
よ
る
。

「
今
昔
か
ら
平
家
へ
」
（
有
精
堂
刊
日
本
文
学
研
究
資
料
叢

書
『
平
家
物
語
』
所
収
）


